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本
年
度
第
３
回
目
の
全
体
研

修
は
、
大
宮
歯
科
医
師
会
会
長

栗
原
孝
幸
氏
、
ま
き
歯
科
医
院

院
長　

巻
純
一
氏
、
桜
木
歯
科

ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長　

今
井
俊
行

氏
、
大
宮
歯
科
医
師
会　

歯
科

衛
生
士　

猪
野
貞
子
氏
を
講
師

と
し
て
お
招
き
し
ご
講
義
を
い

た
だ
い
た
。

　

会
員
の
出
席
人
数
は
、
当
日

さ
い
た
ま
市
主
催
の
総
合
事
業

に
向
け
た
集
団
指
導
が
一
部
の

区
で
開
催
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り

平
成
28
年
度　

第
３
回
全
体
研
修

テ
ー
マ
「
訪
問
歯
科
・
訪
問
口
腔
ケ
ア
に
つ
い
て
」

開
催
日
時　

平
成
28
年
10
月
27
日
（
木
）
13
時
15
分
～
17
時
00
分

開
催
場
所　

JA
共
済
埼
玉
ビ
ル　

３
階　

第
１
会
議
室

20
名
程
度
の
出
席
と
な
っ
た

が
、
そ
の
分
講
師
の
先
生
と
の

距
離
間
も
近
く
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム

な
環
境
で
よ
り
充
実
し
た
研
修

と
な
っ
た
。

　

ま
ず
栗
原
氏
よ
り
大
宮
歯
科

医
師
会
の
活
動
状
況
、
今
後
の

地
域
包
括
ケ
ア
推
進
に
向
け
、

当
協
会
含
め
、
地
域
で
サ
ポ
ー

ト
し
合
う
連
携
、
協
働
の
重
要

性
に
つ
い
て
ご
説
明
を
い
た
だ

い
た
。

　

次
に
、
巻
氏
よ
り
訪
問
歯
科

に
お
い
て
も
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
の

必
要
性
や
在
宅
で
の
訪
問
治
療

に
つ
い
て
ご
講
義
を
い
た
だ
い

た
。

　

訪
問
歯
科
に
お
い
て
初
回
訪

問
時
に
口
腔
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を

行
い
、
治
療
も
し
く
は
口
腔
ケ

ア
に
振
り
分
け
診
療
を
開
始
す

る
。
治
療
の
他
に
も
、
嚥
下
の

状
態
、
義
歯
の
不
具
合
、
口
腔

ケ
ア
の
方
法
な
ど
様
々
な
問
題

に
つ
い
て
相
談
を
し
て
ほ
し
い

と
の
こ
と
。
治
療
に
お
い
て
は

診
療
所
と
同
等
と
い
う
内
容
の

治
療
は
状
態
に
よ
っ
て
難
し
い

部
分
も
あ
る
が
、
そ
れ
に
で
き

る
だ
け
近
い
治
療
が
可
能
。

　

ま
た
、
２
年
前
か
ら
当
協
会

と
協
働
に
て
作
成
に
着
手
し
、

現
在
使
用
し
て
い
る
「
大
宮
包

括
ケ
ア
ネ
ッ
ト
医
療
・
介
護
連

携
情
報
パ
ス
」
に
つ
い
て
も
、

医
療
（
歯
科
医
師
、
医
師
）、
介

護
連
携
を
図
る
意
味
で
も
今
後

も
積
極
的
な
活
用
の
必
要
性
を

お
話
し
い
た
だ
い
た
。

　

続
い
て
猪
野
氏
よ
り
口
腔
ケ
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ア
の
重
要
性
に
つ
い
て
最
近
の

研
究
で
は
、
心
臓
病
や
肺
炎
、

脳
血
管
疾
患
な
ど
日
本
人
の
死

亡
原
因
の
上
位
を
占
め
る
疾
患

に
つ
い
て
、
歯
周
病
が
関
与
し

て
い
る
と
の
指
摘
も
あ
り
、
高

齢
者
の
口
腔
ケ
ア
が
如
何
に
必

要
か
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
に

お
い
て
も
震
災
関
連
疾
患
死
の

中
で
最
も
大
き
か
っ
た
死
因
は

肺
炎
で
、
そ
の
半
分
が
誤
嚥
性

肺
炎
の
疑
い
が
あ
る
と
の
話
も

あ
り
、
避
難
所
生
活
等
で
環
境

が
十
分
で
は
な
く
口
腔
ケ
ア
不

足
が
生
じ
て
い
た
結
果
で
は
な

い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
先

の
東
日
本
大
震
災
に
お
け
る
調

査
結
果
で
、
す
ぐ
に
介
護
施
設

に
歯
科
が
介
入
し
た
場
合
は
肺

炎
の
発
症
が
な
か
っ
た
施
設
も

あ
り
、
い
か
に
平
時
の
状
況
か

ら
口
腔
ケ
ア
の
必
要
性
、
正
し

い
ケ
ア
方
法
の
周
知
、
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
構
築
が
重
要
と
感
じ

る
講
義
で
あ
っ
た
。

　

今
井
氏
の
講
義
で
は
、
実
際

に
利
用
者
の
自
宅
に
訪
問
し
、

ど
の
よ
う
に
治
療
を
行
う
か
の

説
明
を
現
場
で
使
用
す
る
治
療

器
具
や
携
帯
レ
ン
ト
ゲ
ン
装
置

（
か
な
り
高
価
な
も
の
と
の
こ

平
成
28
年
度　

第
４
回
全
体
研
修

テ
ー
マ　

①　

行
政
説
明
「
新
し
い
総
合
事
業
に
つ
い
て
」

　
　
　
　

②　

講
義
「
総
合
事
業
と
次
期
介
護
保
険
改
正
に
つ
い
て
」

開
催
日
時　

平
成
28
年
11
月
16
日
（
水
）
９
時
30
分
～
12
時
00
分

開
催
場
所　

浦
和
ふ
れ
あ
い
館　

第
１
会
議
室

　

第
４
回
全
体
研
修
は
、
さ
い

た
ま
市
保
健
福
祉
局
福
祉
部
介

護
保
険
課　

課
長　

緑
川
誠
一

郎
氏
、
い
き
い
き
長
寿
推
進
課

係
長　

小
島
敦
史
氏
、
服
部
メ

デ
ィ
カ
ル
研
究
所　

所
長　

服

部
万
里
子
氏
を
お
招
き
し
、
延

べ
１
２
０
名
が
参
加
し
た
。

　

ま
ず
当
協
会
の
宮
本
会
長
と

緑
川
氏
か
ら
ご
挨
拶
を
い
た
だ

と
）
を
持
参
い
た
だ
き
説
明
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

ま
た
、
長
い
間
、
不
十
分
な

ケ
ア
で
口
腔
内
や
義
歯
に
歯
垢

が
堆
積
し
て
し
ま
っ
た
方
の
治

療
の
関
わ
り
方
、
経
過
な
ど
ス

ラ
イ
ド
を
使
用
し
学
ば
せ
て
い

た
だ
い
た
。

　

そ
の
流
れ
で
の
質
疑
応
答
で

は
、
認
知
症
の
方
に
新
し
い
義

歯
を
作
る
こ
と
は
、
本
人
が
義

歯
を
認
識
で
き
な
い
こ
と
が
多

い
た
。

　

宮
本
会
長
は
、「
今
後
ケ
ア

マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
求
め
ら
れ
る
の

は
、
介
護
保
険
だ
け
の
業
務
だ

け
で
な
く
社
会
か
ら
注
目
さ
れ

て
い
る
仕
事
と
自
覚
し
、
変
革

を
意
識
し
て
い
か
な
く
て
は
い

け
な
い
」
と
コ
メ
ン
ト
が
あ
り
、

緑
川
氏
か
ら
は
、「
さ
い
た
ま

市
も
平
成
29
年
４
月
よ
り
総
合

事
業
が
始
ま
り
、
介
護
保
険
が

始
ま
っ
た
頃
と
は
考
え
方
が
変

わ
り
、
介
護
保
険
の
制
度
前
に

逆
戻
り
し
な
い
よ
う
に
、
介
護

保
険
だ
け
で
な
く
社
会
全
体
で

み
よ
う
と
す
る
国
の
考
え
方
か

ら
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
も
今
後

の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
考
え

方
を
変
え
て
い
か
な
く
て
は
い

け
な
い
時
代
に
な
る
」
と
話
さ

れ
た
。

　

次
に
、
小
島
氏
よ
り
、
さ
い

た
ま
市
と
し
て
の
現
状
に
つ
い

て
ご
説
明
を
い
た
だ
い
た
。
さ

い
た
ま
市
の
人
口
分
布
は
、
全

国
と
比
較
し
団
塊
Jr
世
代
が

多
く
、
比
較
的
段
階
世
代
の

く
、
結
局
使
用
で
き
な
い
こ
と

が
多
い
等
、
先
生
の
こ
れ
ま
で

の
治
療
の
体
験
談
や
、
最
近
で

は
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
の
土
台
が

入
っ
て
い
る
方
の
治
療
の
難
し

さ
な
ど
、
新
た
な
ケ
ー
ス
が
増

え
て
き
て
い
る
こ
と
な
ど
具
体

的
に
お
話
し
い
た
だ
き
、
介
護

支
援
専
門
員
と
し
て
、
口
腔
ケ

ア
の
重
要
性
、
専
門
職
と
の
連

携
の
必
要
性
を
再
度
認
識
す
る

こ
と
が
で
き
少
人
数
で
は
あ
っ

た
が
、
よ
り
充
実
し
た
内
容
の

講
義
、
情
報
交
換
を
行
う
こ
と

が
で
き
た
。

　

今
後
の
地
域
包
括
ケ
ア
に
お

い
て
も
多
職
種
連
携
、
在
宅
ケ

ア
の
重
要
性
が
こ
れ
ま
で
以
上

に
謳
わ
れ
て
お
り
本
研
修
の
内

容
を
こ
れ
か
ら
の
支
援
に
生
か

し
て
い
き
た
い
。

人
口
が
少
な
い
。
い
わ
ゆ
る

２
０
２
５
年
問
題
は
、
団
塊
世

代
が
後
期
高
齢
者
と
な
る
年
で

あ
り
、
そ
れ
に
伴
い
、
認
定
率

や
認
知
症
有
病
者
率
も
大
幅
に
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増
加
。
結
果
、
介
護
給
付
も
増

加
す
る
た
め
保
険
料
も
上
昇
。

第
５
期
の
保
険
料
が
４
９
７
２

円
に
対
し
、
25
年
に
は
給
付
総

額
と
し
て
20
兆
円
相
当
が
見
込

ま
れ
、
８
２
０
０
円
の
保
険
料

が
必
要
。
さ
い
た
ま
市
で
は
、

８
８
０
０
円
と
予
測
し
て
お

り
、
金
額
を
最
小
限
度
に
す
る

た
め
に
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
の
構
築
を
図
る
こ
と
は
必

須
で
、
現
在
の
介
護
保
険
制
度

の
持
続
可
能
性
を
確
保
す
る
た

め
の
重
点
化
・
効
率
化
も
必
要
。

そ
の
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

の
構
築
は
社
会
全
体
の
支
え
合

い
と
し
て
、
介
護
、
医
療
、
保

健
の
専
門
的
サ
ー
ビ
ス
は
も
ち

ろ
ん
、
住
ま
い
や
介
護
予
防
・

生
活
支
援
の
分
野
も
重
要
。
ま

ず
は
高
齢
者
の
社
会
を
促
進

し
、
元
気
な
高
齢
者
を
増
や
し

な
が
ら
、
地
域
の
支
え
合
い
の

体
制
作
り
が
今
後
も
課
題
。

　

さ
い
た
ま
市
は
平
成
29
年
４

月
か
ら
開
始
と
な
る
介
護
予

防
、
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業

に
つ
い
て
、
財
源
は
変
わ
ら
ず
、

予
防
給
付
が
国
か
ら
行
政
事
業

に
移
行
。
そ
の
予
防
給
付
の
中

で
、
訪
問
介
護
と
通
所
介
護
が

新
し
い
予
防
給
付
・
日
常
生
活

支
援
総
合
事
業
と
な
り
、
訪
問

看
護
や
福
祉
用
具
等
は
改
訂
前

と
同
様
予
防
給
付
と
な
る
。
そ

の
事
業
は
、
現
行
サ
ー
ビ
ス
に

加
え
、
多
様
な
サ
ー
ビ
ス
提
供

を
予
定
し
て
い
る
が
、
個
々
に

地
域
の
事
情
に
応
じ
て
サ
ー
ビ

ス
を
類
型
化
し
、
そ
れ
に
併
せ

た
基
準
や
単
価
等
を
定
め
る
こ

と
が
必
要
。
さ
ら
に
緩
和
さ
れ

た
基
準
で
は
、
訪
問
介
護
の
身

大
宮
区
活
動
報
告　

研
修
会

　

テ
ー
マ　
　
「
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
、
経
過
記
録
に
つ
い
て
」

開
催
日
時　

平
成
28
年
11
月
24
日
（
木
）　

16
時
00
分
～
17
時
00
分

開
催
場
所　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム　

は
る
ぱ
て
お　

研
修
室

　

今
回
の
研
修
会
は
、
日
頃
の
業

務
の
中
で
疑
問
に
思
っ
て
い
る
こ

と
、
不
安
に
思
っ
て
い
る
こ
と
な

ど
普
段
は
自
然
に
流
れ
て
い
っ
て

し
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
話
し
合
え

る
機
会
に
な
れ
ば
と
思
い
、
大
宮

区
で
は
今
年
度
第
一
回
目
の
研
修

を
開
催
し
た
。

　
「
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
、
経
過
記
録

に
つ
い
て
」
と
題
し
、
宮
本
会
長

を
講
師
に
、
こ
れ
ま
で
の
経
験
談

や
國
光
登
志
子
先
生
の
「
ケ
ア
マ

ネ
ジ
ャ
ー
必
須
書
類
、
連
携
文

書
の
書
き
方
」
を
参
考
に
研
修
を

行
っ
た
。

　

ま
ず
、
記
入
時
の
ポ
イ
ン
ト
と

し
て
、
６
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
お
さ

体
介
護
は
実
施
せ
ず
、
生
活
援

助
の
み
と
な
り
当
初
、
ヘ
ル

パ
ー
３
級
資
格
で
も
提
供
が
可

能
に
な
る
。
通
所
介
護
で
は
、

長
期
間
の
交
流
型
と
短
期
間
の

運
動
型
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
。
介

護
報
酬
は
現
行
の
８
割
程
度
を

想
定
し
て
い
る
。

　

申
請
は
従
来
型
と
し
て
、
認

定
調
査
→
一
次
判
定
→
医
師
の

意
見
書
と
共
に
審
査
・
判
定
が

さ
れ
て
い
た
が
、
新
た
に
窓
口

で
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
実

施
、
即
座
に
事
業
対
象
者
判
定

を
設
定
。
有
効
期
間
を
２
年
に

延
長
し
、
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

に
は
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
を
配
置
、
支
援
ニ
ー
ズ
を

掘
り
出
し
あ
ら
ゆ
る
地
域
支
援

か
ら
個
々
に
最
適
な
支
援
を
提

供
し
て
い
く
と
述
べ
ら
れ
た
。

　

服
部
氏
よ
り
、
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
の
方
向
性
と
し
て
、
今

後
も
住
み
慣
れ
た
在
宅
生
活
を

継
続
さ
せ
る
に
は
、
在
宅
困
難

リ
ス
ク
と
な
っ
て
い
る
ア
セ
ス

メ
ン
ト
を
し
っ
か
り
と
行
い
、

医
療
機
関
を
重
点
に
、
主
治
医

や
介
護
な
ど
、
多
職
種
と
の
幅

広
い
連
携
を
強
化
、
介
護
保
険

以
外
の
資
源
や
地
域
力
を
活
用

し
、
生
活
全
体
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
を
す
る
こ
と
が
よ
り
一

層
求
め
ら
れ
る
。
最
後
に
、
今

後
の
法
改
正
に
お
い
て
給
付
を

受
け
て
い
る
割
合
が
７
割
を
占

め
て
い
る
「
要
支
援
・
要
介
護

２
」
ま
で
を
給
付
か
ら
外
す
こ

と
は
、
介
護
保
険
を
払
い
続
け

て
も
利
用
で
き
な
い
介
護
保
険

に
な
っ
て
し
ま
う
。
ま
ず
は
、

私
た
ち
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
も
業

界
動
向
に
目
を
向
け
、
積
極
的

に
市
町
村
議
会
へ
利
用
者
・
介

護
者
の
声
を
代
弁
し
よ
う
と
、

力
強
く
話
さ
れ
た
こ
と
が
印
象

的
だ
っ
た
。

え
て
お
く
と
困
ら
な
い
と
の
こ
と

で
、

　

①
自
分
で
な
い
人
が
見
て
わ
か

る　

②
実
地
指
導
の
際
根
拠
に
な

る　

③
利
用
者
か
ら
の
請
求
で
公

開
時
の
た
め　

④
基
準
判
断
に

迷
っ
た
と
き
に
照
会
を
（
市
等
に
）

し
た
時
の
証
拠
残
し　

⑤
引
継
ぎ

の
時
の
た
め　

⑥
毎
月
訪
問
前
の

回
顧
の
た
め　

以
上
６
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
普
段
か

ら
心
が
け
て
い
く
こ
と
が
大
事
で

あ
る
。

　

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
で
は
、
実
際
に

会
長
が
事
業
所
で
使
用
し
て
い
る

書
式
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
短

期
目
標
、
使
用
し
て
い
る
サ
ー
ビ
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中
央
区
活
動
報
告　

第
２
回
中
央
区
ケ
ア
マ
ネ
サ
ロ
ン

　

テ
ー
マ　
「
在
宅
医
・
ケ
ア
マ
ネ
が
と
も
に
考
え
る
医
療
と
介
護
の
よ
り
良
い
連
携
に
つ
い
て
」

開
催
日
時　

平
成
28
年
11
月
24
日
（
木
）
16
時
00
分
～

開
催
場
所　

新
都
心
ホ
ー
ム
ケ
ア
ク
リ
ニ
ッ
ク

　

こ
の
日
は
11
月
と
し
て
は
54
年

ぶ
り
の
初
雪
が
降
り
、
よ
う
や
く

雪
が
止
ん
だ
頃
、
緩
和
ケ
ア
を
中

心
に
在
宅
医
と
し
て
１
年
前
に
新

都
心
の
北
与
野
駅
に
開
院
さ
れ
た

当
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
て
、
小
野
充
一

先
生
を
囲
ん
で
中
央
区
の
会
員
11

名
が
参
加
し
フ
リ
ー
ト
ー
ク
の
交

流
会
を
行
っ
た
。

　

小
野
先
生
に
は
終
始
、
本
音
で

語
っ
て
い
た
だ
き
、
和
や
か
に
有

意
義
な
会
を
進
行
す
る
こ
と
が
で

き
た
。
最
初
に
「
１
年
間
や
っ
て

き
て
、
よ
う
や
く
地
域
の
皆
さ
ん

と
交
流
を
持
つ
こ
と
が
で
き
て
良

か
っ
た
。
ざ
っ
く
ば
ら
ん
に
草
の

根
的
に
肩
肘
張
ら
ず
、
向
上
心
も

高
め
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
い
い
の

で
は
」
ま
た
「
患
者
さ
ん
を
守
る

の
は
私
た
ち
と
考
え
て
い
る
ケ
ア

マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
協
力
し
た
い
」
と

小
野
先
生
よ
り
話
さ
れ
た
。

　

印
象
に
残
っ
た
話
題
に
つ
い
て

紹
介
す
る
と

・
小
野
先
生
「
緩
和
ケ
ア
で
は
家

族
の
フ
ォ
ロ
ー
も
大
事
。
も
っ

と
大
事
な
の
は
ス
タ
ッ
フ
も
、

辛
さ
を
お
互
い
に
フ
ォ
ロ
ー
で

き
る
と
い
い
の
で
は
」。

・
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
で
の
看
取
り

に
つ
い
て
、医
師
の
意
見
で
ホ
ー

ム
で
の
看
取
り
は
で
き
な
か
っ

た
こ
と
な
ど
。

小
野
先
生
「
緩
和
ケ
ア
っ
て
考

え
方
や
価
値
観
が
変
わ
れ
ば
楽

い
る
こ
と
で
、
よ
り
一
層
連
携
が

取
り
や
す
く
な
り
、
昨
年
か
ら
モ

デ
ル
的
に
取
り
入
れ
て
い
る
「
生

活
支
援
記
録
法
」
は
、
医
療
現
場

で
は
看
護
師
が
診
療
録
の
分
析
手

法
で
利
用
し
て
い
た
、
Ｓ
Ｏ
Ａ
Ｐ

（
Ｓ
：
主
観
的
デ
ー
タ　

Ｏ
：
客

観
的
情
報　

Ａ
：
ア
セ
ス　

Ｐ
：

ス
を
「
満
足
」「
不
満
足
」
な
ど

数
字
で
評
価
し
て
、
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
時
の
コ
メ
ン
ト
を
記
入
で
き
、

６
か
月
分
を
1
枚
で
効
率
的
に
記

入
で
き
る
書
式
に
な
っ
て
い
る
。

　

そ
の
ほ
か
に
も
、
短
期
目
標
の

更
新
が
軽
微
な
変
更
に
な
る
の

か
？　

単
な
る
延
長
の
場
合
は
ど

う
す
れ
ば
良
い
か
？　

経
過
記
録

に
必
須
で
記
入
す
る
こ
と
や
記
入

し
な
く
て
も
良
い
こ
と
。
新
規
申

請
時
や
要
支
援
か
ら
の
変
更
申
請

時
の
届
出
書
を
出
す
タ
イ
ミ
ン
グ

の
確
認
な
ど
、
日
頃
か
ら
不
安
に

思
う
こ
と
な
ど
を
確
認
す
る
こ
と

が
で
き
た
。

　

最
後
に
会
長
か
ら
今
後
の
ケ
ア

マ
ネ
展
望
に
つ
い
て
、
医
療
と
の

連
携
が
ま
す
ま
す
重
要
に
な
り
、

多
職
種
で
の
連
携
が
必
要
に
な

る
。「
生
活
支
援
記
録
法
」
を
用

計
画
）
に
、Ｆ
（
着
眼
点
、ニ
ー
ズ
）

と
Ｉ
（
援
助
者
の
対
応
）
を
追
加

し
て
「
Ｆ
Ｓ
Ｏ
Ａ
Ｉ
Ｐ
」
と
し
て

用
い
る
。

　

ま
た
、
今
後
は
人
口
知
能
（
Ａ

Ｉ
）
が
介
護
プ
ラ
ン
を
作
成
す
る

と
い
う
埼
玉
新
聞
の
記
事
よ
り
、

「
も
っ
と
勉
強
や
知
識
を
重
ね
、

必
要
と
さ
れ
る
ケ
ア
マ
ネ
に
な
ら

な
け
れ
ば
、
Ａ
Ｉ
に
先
を
越
さ
れ
、

い
ず
れ
居
場
所
の
な
い
ケ
ア
マ
ネ

に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
は
…
」
と

感
じ
た
が
、
実
際
は
「
Ａ
Ｉ
は
ケ

ア
マ
ネ
を
支
援
す
る
ツ
ー
ル
に
位

置
づ
け
て
実
用
化
を
目
指
す
」
と

の
こ
と
。

に
な
る
こ
と
で
は
な
い
か
」。

・「
ホ
ー
ム
や
在
宅
で
看
取
る
こ
と

は
努
力
し
な
い
と
見
と
れ
な
い

こ
と
で
大
変
な
こ
と
な
の
か
」

と
小
野
先
生
の
問
い
か
け
に
対

し
て
、
ケ
ア
マ
ネ
「
結
局
、
家

族
や
職
員
が
救
急
車
を
呼
ん
で

し
ま
っ
た
り
す
る
こ
と
が
あ

る
」。

小
野
先
生
「
呼
ん
だ
こ
と
は
後

悔
さ
せ
な
い
方
が
い
い
。
呼
ん

だ
家
族
は
後
で
落
ち
込
ん
で
し

ま
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
罪
の
意

識
を
感
じ
さ
せ
な
い
で
、
呼
ん

だ
こ
と
が
悪
い
の
で
は
な
く
、

再
出
発
を
で
き
る
よ
う
に
良

か
っ
た
の
だ
と
伝
え
る
こ
と
が

大
事
」。

・
有
料
老
人
ホ
ー
ム
で
の
看
取
り

に
つ
い
て
、
職
員
は
目
の
前
で

死
ん
で
い
く
の
を
見
て
い
る
こ

と
は
で
き
な
い
。
小
野
先
生
か

ら
は
以
前
関
わ
っ
た
施
設
で
看

護
師
が
反
対
し
て
看
取
り
が
で

き
な
い
場
合
も
あ
っ
た
。

・
小
野
先
生
「
ど
こ
で
亡
く
な
っ

て
も
い
い
の
で
は
な
い
か
、
そ

れ
は
乱
暴
な
こ
と
な
の
だ
ろ
う

か
」。
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今
年
度
３
回
目
の
施
設
ケ
ア
マ

ネ
研
修
会
の
活
動
と
し
て
、
施
設

ケ
ア
マ
ネ
サ
ロ
ン
を
開
催
し
た
。

施
設
に
お
け
る
ケ
ア
プ
ラ
ン
作
成

に
関
す
る
話
題
を
以
下
の
テ
ー
マ

に
沿
っ
て
グ
ル
ー
プ
で
情
報
交
換

を
行
っ
た
。

①　

ケ
ア
プ
ラ
ン
作
成
時
に
困
っ

た
こ
と　

②　

確
認
し
た
い
こ
と
、
聞
き
た

い
こ
と　

施
設
ケ
ア
マ
ネ
サ
ロ
ン
の
報
告

テ
ー
マ
：
「
ケ
ア
プ
ラ
ン
」

開
催
日
時
：
平
成
28
年
10
月
15
日
（
土
）
14
時
00
分
～
16
時
00
分

開
催
場
所
：
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
い
わ
つ
き　

会
議
室
Ａ
（
岩
槻
区
）

③　

ケ
ア
プ
ラ
ン
作
成
時
に
相
談

で
き
る
相
手
は
い
る
か
？

④　

そ
の
他
、
検
討
し
た
い
こ
と

　

前
半
は
個
人
ワ
ー
ク
用
シ
ー
ト

を
個
別
に
配
布
し
て
①
～
④
の

テ
ー
マ
に
沿
っ
て
記
入
し
な
が

ら
、
グ
ル
ー
プ
メ
ン
バ
ー
間
で
情

報
交
換
を
実
施
。
後
半
は
、グ
ル
ー

プ
ワ
ー
ク
用
シ
ー
ト
を
各
グ
ル
ー

プ
に
１
枚
渡
し
、
出
さ
れ
た
意
見

よ
っ
て
異
な
る
方
針
に
左
右
さ
れ

て
し
ま
う
」
と
い
っ
た
、
そ
の
施

設
独
特
の
も
の
な
ど
が
聞
か
れ

た
。

　

ベ
テ
ラ
ン
の
参
加
者
か
ら
の
ア

ド
バ
イ
ス
や
情
報
を
受
け
て
解
決

さ
れ
た
も
の
も
あ
れ
ば
、
こ
の
場

で
解
決
に
至
ら
な
か
っ
た
も
の

は
、
役
員
で
内
容
を
抽
出
し
、
今

年
度
最
後
に
予
定
し
て
い
る
研
修

会
で
講
師
に
回
答
を
頂
け
る
よ
う

に
計
画
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
ケ
ア
プ
ラ
ン
作
成
の
具

体
的
な
方
法
や
事
例
検
討
等
の
研

修
は
、
毎
年
恒
例
の
神
奈
川
県
立

保
健
福
祉
大
学
教
授
峯
尾
武
巳
氏

に
よ
る
勉
強
会
を
、
今
年
度
も
開

催
を
計
画
し
て
い
る
。

　

今
回
は
、
岩
槻
区
の
方
か
ら
の

要
望
を
受
け
、
施
設
ケ
ア
マ
ネ
研

修
会
と
し
て
は
初
と
な
る
同
区
で

の
サ
ロ
ン
開
催
と
な
っ
た
。
当
日

入
会
さ
れ
た
方
が
２
名
、
ま
た
今

月
、
事
前
に
入
会
し
て
参
加
し
た

方
が
１
名
あ
り
、
こ
こ
に
報
告
す

る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
嬉
し
く

思
う
。

ケ
ア
マ
ネ
「
ケ
ア
マ
ネ
だ
と
孤

独
死
さ
せ
な
い
と
い
う
思
い
が

あ
る
」。

・
24
時
間
対
応
に
つ
い
て
は
い
ろ

い
ろ
あ
り
、
ど
う
い
う
対
応
を

し
て
く
れ
る
と
こ
ろ
な
の
か
ケ

ア
マ
ネ
は
読
み
取
る
必
要
が
あ

る
。

・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
導
入
に
つ
い
て
、
ま
だ

始
ま
っ
た
ば
か
り
だ
が
、
チ
ー

ム
間
で
意
識
の
違
い
を
そ
の
ま

ま
に
し
て
お
く
と
、
つ
ぶ
さ
に

情
報
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
た

め
、
意
見
の
ぶ
つ
か
り
合
い
が

出
て
く
る
の
で
は
。
便
利
に
ク

レ
ー
ム
が
届
い
て
し
ま
う
こ
と

が
あ
る
の
で
は
。

　

最
後
に
小
野
先
生
か
ら
「
時
代

は
間
違
い
な
く
病
院
で
亡
く
な
る

の
で
は
な
く
施
設
か
在
宅
に
な
り

つ
つ
あ
る
。
緩
和
ケ
ア
を
行
う
に

は
効
率
よ
く
ど
こ
ま
で
コ
ス
ト
が

か
け
ら
れ
る
か
が
大
事
な
の
で

は
」。

　

参
加
者
か
ら
は
本
日
の
テ
ー
マ

は
深
い
で
す
ね
。
ま
た
絶
対
聞
け

な
い
よ
う
な
話
を
、
池
上
彰
み
た

い
に
話
し
て
い
た
だ
い
て
良
か
っ

た
と
の
感
想
が
あ
っ
た
。
そ
し
て

「
繋
が
っ
て
い
る
う
ち
に
何
か
糸

口
に
な
れ
ば
」
と
次
回
の
交
流
会

も
大
い
に
期
待
で
き
る
心
強
い
先

生
の
言
葉
で
締
め
く
く
っ
て
い
た

だ
い
た
。

　

小
野
先
生
は
当
ク
リ
ニ
ッ
ク
に

て
毎
月
第
４
日
曜
日
に
誰
で
も
参

加
で
き
る「
死
生
勉
強
会
」を
行
っ

て
お
り
、
地
域
で
学
ぶ
死
生
学
の

知
識
と
考
え
方
を
提
案
し
、
共
に

考
え
る
機
会
を
提
供
し
よ
り
良
く

生
き
る
知
恵
を
共
有
す
る
こ
と
を

目
標
と
し
て
い
る
。
ま
た
第
２
日

曜
日
は
「
が
ん
と
高
齢
者
を
支
え

る
総
合
講
座
」
も
開
催
し
て
い
る
。

を
ま
と
め
、
最
後
に
グ
ル
ー
プ
ご

と
に
発
表
し
て
頂
き
、
参
加
者
全

員
で
情
報
を
共
有
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー
マ
ご
と
に

様
々
な
話
題
が
出
さ
れ
た
が
、
特

に
多
か
っ
た
の
が
①
で
あ
る
。「
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
で
利
用
者
の
本
音
が

な
か
な
か
聞
き
出
せ
な
い
」「
サ
ー

ビ
ス
か
ら
ニ
ー
ズ
を
考
え
て
し
ま

い
が
ち
で
同
じ
よ
う
な
プ
ラ
ン
に

な
っ
て
し
ま
う
」「
入
所
時
の
情

報
収
集
が
難
し
い
」
な
ど
、
参
加

者
の
中
に
は
初
心
者
も
多
か
っ
た

こ
と
を
窺
わ
せ
る
も
の
や
、「
現

場
職
員
の
ケ
ア
プ
ラ
ン
に
対
す
る

認
識
不
足
」
に
代
表
さ
れ
る
悩
み

や
「
看
取
り
の
際
に
主
治
医
に
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11
月
11
日
、
浦
和
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
て
さ
い
た
ま
市

介
護
の
日
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
あ
り
ま

し
た
。
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
は
、
さ
い

た
ま
市
行
政
を
は
じ
め
市
内
の
介

護
従
事
団
体
や
一
般
市
民
、
ま
た

将
来
介
護
の
道
を
目
指
す
学
生
た

ち
も
含
め
、
１
０
０
名
以
上
の
方

が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

午
前
の
Ⅰ
部
で
は
、
さ
い
た
ま

市
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
連

絡
協
議
会
の
新
井
代
表
幹
事
講
師

に
よ
る
「
応
援
し
よ
う
！
人
生
の

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
」
と
い
う

テ
ー
マ
の
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

　

冒
頭
は
、
特
養
に
入
所
さ
れ
た

ご
利
用
者
と
の
出
会
い
。
安
心
を

伝
達
す
る
こ
と
で
次
第
に
心
を
開

い
て
下
さ
り
自
尊
心
を
取
り
戻
さ

れ
ご
自
宅
に
戻
る
こ
と
が
で
き
た

平
成
28
年
度　

さ
い
た
ま
市
「
介
護
の
日
」
フ
ォ
ー
ラ
ム

～
安
心
は
地
域
の
絆
か
ら
～

　

一
緒
に
作
ろ
う　

支
え
る
力　

街
の
力

開
催
日
時　

平
成
28
年
11
月
11
日
（
金
）　

10
時
00
分
～
15
時
30
分

開
催
場
所　

浦
和
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー　

多
目
的
ホ
ー
ル

Ⅰ
部　

講
演　

テ
ー
マ
「
応
援
し
よ
う
！
人
生
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
」　

講
師　

さ
い
た
ま
市
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
連
絡
協
議
会
代
表
幹
事

　

新
井　

優　

氏　

と
い
う
内
容
で
、
心
を
通
わ
せ
合

い
人
生
の
意
欲
を
取
り
戻
す
こ
と

こ
そ
、
人
生
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
で
あ
る
こ
と
を
教
え
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
入
職
面
接
す
る
学
生

に
、
利
用
者
に
対
し
て
真
っ
先
に

す
る
こ
と
は
？
と
必
ず
尋
ね
る
こ

と
、
そ
し
て
介
護
す
る
う
え
で
重

要
な
こ
と
は
『
自
分
を
紹
介
す
る

こ
と
』
と
伝
え
て
い
る
こ
と
。

ま
た
、
来
年
度
か
ら
始
ま
る
総
合

事
業
に
関
し
て
、
施
設
が
行
う
介

護
か
ら
地
域
で
生
活
を
支
え
合
う

理
想
的
な
社
会
作
り
の
き
っ
か
け

に
な
る
や
り
が
い
の
あ
る
事
業
で

あ
る
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

結
び
に
は
、「『
介
護
』
と
い
う

言
葉
は
支
え
合
い
の
上
で
成
り

立
っ
て
い
る
の
に
、
利
用
者
側
に

と
っ
て
は
一
方
的
な
言
葉
で
ナ
ン

セ
ン
ス
、『
し
合
え
る
』『
支
え
合

う
』
と
い
う
意
味
合
い
が
し
っ
か

り
と
伝
わ
る
よ
う
な
介
護
に
変
わ

る
新
し
い
言
葉
を
皆
で
創
造
し
ま

し
ょ
う
！
」
と
お
話
を
い
た
だ
き
、

印
象
的
で
し
た
。

　

私
た
ち
の
仕
事
は
、
一
歩
一
歩

お
互
い
理
解
を
深
め
る
こ
と
で
安

心
と
信
頼
を
蓄
積
し
、
人
生
の
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
共
に
実
現

し
て
い
く
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
？
と
の
問
い
に
、
一
ケ
ア
マ

ネ
ジ
ャ
ー
と
し
て
、
改
め
て
利
用

者
お
一
人
お
ひ
と
り
と
向
き
合

い
、
人
生
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
を
目
指
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま

し
た
。

　

第
Ⅱ
部
は
、
福
祉
専
門
学
校
の

学
生
が
多
数
参
加
し
、
主
に
学
生

に
向
け
て
「
現
役
介
護
福
祉
士
が

語
る
介
護
の
魅
力
と
本
音
」
と
題

し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
内
容
は
、

「
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
」「
ワ
ー
ク

ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
」「
未
来
の
介

護
職
へ
伝
え
た
い
こ
と
」
の
３
つ

の
テ
ー
マ
に
分
け
て
、
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
形
式
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン

・
最
初
の
１
，
２
年
目
は
、
覚
え

る
こ
と
が
多
く
仕
事
を
こ
な
す

だ
け
で
精
一
杯
。
学
校
で
学
ん

だ
と
お
り
に
は
行
か
ず
、
い
か

に
冷
静
に
臨
機
応
変
に
対
応
す

る
こ
と
の
大
切
さ
を
痛
感
す
る

日
々
。
３
年
目
か
ら
人
間
関
係

も
で
き
て
自
分
の
ス
タ
イ
ル
も

確
立
し
、
利
用
者
さ
ん
に
対
し

て
も
余
裕
を
も
っ
て
接
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

い
ろ
い
ろ
な
職
種
の
人
と
積
極

的
に
関
わ
る
こ
と
で
知
識
・
経

験
の
幅
が
広
が
り
、
一
人
の
人

間
と
し
て
大
き
く
成
長
す
る
と

思
う
。
自
分
が
成
長
す
る
こ
と

で
、
今
ま
で
教
え
て
い
た
だ
く

立
場
か
ら
教
え
る
立
場
、
管

理
す
る
立
場
に
変
わ
っ
て
い

く
。
例
え
ば
、
現
場
ス
タ
ッ
フ

Ⅱ
部　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

テ
ー
マ
【
現
役
介
護
福
祉
士
が
語
る
介
護
の
魅
力
と
本
音
】

　
　
　
　
～
さ
い
た
ま
市
で
介
護
の
仕
事
　
今
も
未
来
と
と
も
に
つ
な
が
竜
　
ヌ
ゥ
ー
～

　・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

　

菊
地　

博
之
氏　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム　

敬
寿
園
宝
来
ホ
ー
ム

　

森　

充
央
氏　
　

特
別
老
後
老
人
ホ
ー
ム　

尚
和
園

・
パ
ネ
リ
ス
ト

　

澤
本
美
耶
子
氏　
介
護
保
険
施
設　

う
ら
わ
の
里

　

栗
原　

法
子
氏　
高
齢
者
総
合
福
祉
施
設　

敬
寿
園
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

　

萩
原　

健
介
氏　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム　

春
陽
苑

　

竹
葉　

陽
介
氏　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム　

き
り
し
き

　

平
井　

佐
保
氏　
有
料
老
人
ホ
ー
ム　

セ
ン
チ
ュ
リ
ー
シ
テ
ィ
ー
大
宮
公
園
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の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
上
げ
る

こ
と
。
自
分
た
ち
が
楽
し
く
な

い
と
利
用
者
さ
ん
も
楽
し
め
な

い
。
職
員
が
楽
し
め
る
環
境
を

作
る
こ
と
が
後
輩
達
の
底
上
げ

に
つ
な
が
り
、
今
後
も
後
輩
達

の
指
導
を
頑
張
っ
て
い
き
た

い
。

・
学
生
さ
ん
が
抱
え
て
い
る
不
安

の
中
で
待
遇
が
よ
く
な
い
と
い

わ
れ
て
い
る
が
、
自
分
の
が

ん
ば
り
一
つ
で
ど
う
に
で
も
な

る
。
こ
の
業
界
で
ど
の
よ
う
な

仕
事
を
し
た
い
か
目
標
を
持
っ

て
進
ん
で
い
け
ば
、
未
来
を
見

渡
せ
る
仕
事
。
役
職
に
つ
く
こ

と
や
偉
く
な
る
こ
と
が
キ
ャ
リ

ア
で
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

自
己
研
鑽
や
努
力
の
過
程
、
そ

れ
が
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
。
そ

の
結
果
に
役
職
が
つ
い
て
く
る

の
で
は
な
い
か
な
と
思
う
。

ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス

・
私
の
職
場
は
、
休
み
が
と
り
や

す
い
雰
囲
気
が
あ
り
仕
事
の
オ

ン
・
オ
フ
が
で
き
る
。
子
供

の
体
調
が
悪
い
と
き
は
、
欠
勤

や
早
退
も
で
き
る
。
お
互
い
様

で
周
り
の
サ
ポ
ー
ト
や
職
場
の

理
解
が
あ
り
助
か
っ
て
い
る
。

ワ
ー
ク
だ
け
で
な
く
楽
し
く
ラ

イ
フ
、
仕
事
の
オ
ン
・
オ
フ
が

で
き
る
こ
と
で
良
い
介
護
に
つ

な
が
る
。
職
場
を
出
た
ら
仕
事

を
忘
れ
る
。
家
庭
に
仕
事
を
な

る
べ
く
持
ち
込
ま
な
い
こ
と
が

大
事
。

・
こ
の
仕
事
を
や
っ
て
い
て
得
し

た
こ
と
も
あ
る
。
学
童
・
小
学

校
で
役
員
に
な
り
た
が
ら
な
い

人
が
多
い
が
、
こ
の
仕
事
を
し

て
い
る
と
み
ん
な
が
で
き
な
い

こ
と
も
「
ハ
イ
」
と
手
を
挙
げ

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
。
育
児
と
仕
事
の
両
立
が
で

き
、
今
で
は
介
護
の
仕
事
を
選

び
良
か
っ
た
と
思
っ
て
い
る
。

未
来
の
介
護
職
へ
伝
え
た
い
こ
と

・
理
想
と
現
実
か
ら
逃
げ
な
い
。

・
ス
マ
ホ
を
使
う
人
も
増
え
て
く

る
な
ど
多
種
多
様
な
ニ
ー
ズ
に

答
え
る
。

・
マ
ニ
ュ
ア
ル
だ
け
で
な
く
感
性

も
養
う
。

・
笑
顔
で
接
す
る
こ
と
が
大
事
。

笑
顔
で
い
る
と
自
分
に
余
裕
が

で
き
相
手
に
も
余
裕
が
で
る
。

こ
の
思
い
を
大
切
に
頑
張
っ
て

も
ら
え
た
ら
と
思
う
。

・
介
護
の
仕
事
は
人
相
手
の
仕
事
、

常
に
考
え
て
行
動
す
る
必
要
が

あ
る
。
技
術
だ
け
で
な
く
何
よ

り
も
思
い
や
り
の
心
が
大
事
。

・
こ
の
仕
事
の
や
り
が
い
は
、
ご

清
水
さ
い
た
ま
市
長
と
の
懇
談
会

 　

平
成
28
年
12
月
11
日　

清
水
勇
人
さ
い
た
ま
市
長
を
お
招
き

し
て
懇
談
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

さ
い
た
ま
市
介
護
支
援
専
門
員
協
会
か
ら
は
宮
本
好
彦
会
長
、

野
崎
直
良
顧
問
他
役
員
数
名
と
関
係
機
関
の
方
数
名
が
参
加
い

た
し
ま
し
た
。

　

和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
懇
談
会
は
進
み
、
当
協
会
か
ら
は

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
業
務
や
高
齢
者
福
祉
・
介
護
の
現
状
を
清

水
市
長
に
お
伝
え
を
い
た
し
ま
し
た
。

　

清
水
市
長
か
ら
は
さ
い
た
ま
市
の
高
齢
者
の
現
況
を
お
話
し

し
て
い
た
だ
き
、
大
変
有
意
義
な
会
と
な
り
ま
し
た
。

入
居
者
の
方
の
笑
顔
だ
と
私
は

思
う
。
一
人
ひ
と
り
の
や
り
が

い
は
違
う
か
も
し
れ
な
い
が
、

ぜ
ひ
皆
さ
ん
に
も
や
り
が
い
を

見
つ
け
て
ほ
し
い
。

　

最
後
に
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

よ
り
、「
世
代
は
違
っ
て
も
目
指

す
と
こ
ろ
は
、
さ
い
た
ま
市
の
福

祉
の
世
界
を
盛
り
立
て
て
い
く
と

い
う
主
旨
で
、
今
回
の
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
を
企
画
し
ま
し
た
。

パ
ネ
ラ
ー
の
人
た
ち
の
話
を
聞
い

て
、
自
分
の
未
来
像
を
少
し
で
も

イ
メ
ー
ジ
で
き
た
ら
、
こ
の
会
が

本
当
に
良
い
も
の
に
な
っ
た
と
思

い
ま
す
。
今
日
の
テ
ー
マ
を
振
り

返
っ
て
、
目
標
に
つ
い
て
語
り

合
っ
て
い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま

す
」
と
学
生
に
向
け
て
エ
ー
ル
を

送
り
ま
し
た
。
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　 ちょっと  coffee  break

　新しい年を迎えた。昨年を振り返り、ずいぶん走った
なあと思うこのごろである。年齢に合った労働量の仕事
だったらいいのにと思う。この十年毎月の行動は変化な
い。むしろ労働量が増しているような気がするのはとし
のせいかもしれない。
　私の友人が、半年ほど体調悪く、夏の終わりからは引
きこもってしまった。しばらく様子を見ていたが、良く
ならないようなので、私は精神科に連れて行った。そこ
でもう一度内科に診てもらったほうがいいといわれ、紹
介してもらったところ、難病の診断がついた。体調悪い
間何度も受診していたのに診断がつかず、受診するのも
大変になり動けなくなっていたのだ。今、診断がはっき
りしたおかげで治療に専念している。社会復帰を願うば
かりである。もし、「AI」を活用して、治療していたら
もっと早く病名がわかったかもしれない。歩けなくて生
活もままならなくて不安でいっぱいになる前に治療でき
ていたかもしれないと思う。くやしい限りである。
　ケアマネジャーも「AI」がケアプランを作成してく
れるのだろうか。利用者の情報を入れたらどこのデイが

会員Ｎ

いいとかどこのリハビリがいいとか言われるのだろう
か。そしたら、「AI」はこう申しておりますが・・なん
てお勧めしやすくなるのかな・・「AI」を活用してケア
プランがたてられたら、とっても楽になるかもしれない

（笑）
　ちまたでは、ケアマネ不要論があるようだが、私た
ちには愛がある。「本人の意向」プラス「私たちの知
識」プラス「愛」プラス「愛」プラス「愛」・・イコー
ル「ケアプラン」ではないだろうか。愛はギブ＆ギブな
んだそうだ。与えて与えて与えるのだという。この世が
愛でいっぱいになれば争いも無くなるのだ。
　手を取りハグしてオキシトシンを分泌して生きる力を
引き出すのだ。ロボホンやペッパーくんにはないものが
あるはずなのだ。月に一度の訪問を心待ちにしている人
がいる。あなたと会えてよかったと言ってくれる人がい
る。真剣に向き合い、あきらめない、ハートフルなケア
でいっぱいにしたい。
　ラヴ＆ピースで超高齢化社会を乗り切ろう。そして
世界の平和を願うのだ。

ちょっと   coffee  break

〒 331 －0823　埼玉県さいたま市北区日進町２丁目 1864 － 10
JS 日進　さいたま市社会福祉協議会内　さいたま市介護支援専門員協会
電話　048 －782 －6839　FAX　048 －782 －6840

事 務 局

平成29年度　さいたま市介護支援専門員協会

「通常総会　及び　全体研修」開催のご案内
開　催　日　　平成29年５月 20日（土）
開催場所　　市民会館おおみや

　　

＊ 当協会の研修案内（全体研修・施設ケアマネ研修・各区活動等）
＊ 関係団体等の研修案内（情報提供）
＊ 介護関連情報（介護保険最新情報・介護給付費分科会情報）

ホームページ　http://www.saitamashi-keamane.jp
　

さいたま市介護支援専門員協会 検索

さいたま市介護支援専門員協会　ホームページに掲載しています。
ぜひご覧ください。


